
Title 編集後記
Sub Title
Author 斎藤, 和夫(Saitō, Kazuo)

Publisher 慶應義塾大学大学院法学研究科
Publication year 1989

Jtitle 法學政治學論究 : 法律・政治・社会 (Hogaku seijigaku ronkyu : Journal of law and political
studies). No.3 (1989. 12) ,p.194- 194 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN10086101-00000003-

0194

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


十
一
投
稿
規
定
の
請
求
・
投
稿
申
込
・
論
文
提
出
受
付
窓
口

直
接
の
場
合
慶
膳
義
塾
大
学
三
田
教
務
部
一
・
二
番
窓
口

郵
送
の
場
合
〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
腫
義
塾
大
学
教
務
部
法
学
部
係

な
お
、
郵
送
で
投
稿
規
定
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
書
で
表
面
左
下
に

「
論
究
投
稿
規
定
請
求
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
を
使
用
。

宛
先
記
入
の
上
、
切
手
七
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

十
二
問
合
せ
先
（
封
書
に
限
る
）

〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
腫
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
内

斎
藤
和
夫

表
面
左
下
に
「
論
究
問
合
せ
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入

の
上
、
切
手
六
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

一
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
稿
は
計
七
点
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
当
編
集

委
員
会
に
よ
り
依
頼
し
た
論
稿
二
点
、
投
稿
さ
れ
た
論
稿
五
点
、
で
す
。

投
稿
さ
れ
た
論
稿
五
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
厳
正
な
論
文
審
査
を
経

て
、
掲
載
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

二
論
文
の
応
募
に
際
し
て
は
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
投
稿
規
定
概
略
」

を
熟
読
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
編
集
手
続
の
な
お
一
層
の
適
正
化
と
合
理

化
の
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
若
干
の
手
直
し
（
例
え
ば
、
締
切
期
日
等
）

を
す
る
こ
と
が
あ
々
か
ら
で
す
。

三
『
論
究
』
創
刊
を
め
ぐ
っ
て
、
向
井
健
法
学
部
教
授
が
『
三
田
評
論
』

八
・
九
月
合
併
号
（
一
九
八
九
年
）
に
、
学
界
へ
の
高
き
飛
溺
へ
の
願
い

を
こ
め
ら
れ
つ
つ
、
玉
文
を
寄
せ
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

四
一
九
八
九
年
九
月
三
○
日
で
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
本
誌
編
集
委
員
会

の
幹
事
と
し
て
、
本
号
の
編
集
を
含
め
て
、
粉
骨
砕
身
の
御
尽
力
を
な
さ

れ
た
坂
原
正
夫
教
授
が
御
退
任
さ
れ
、
十
月
一
日
付
で
そ
の
後
任
と
し
て

私
、
斎
藤
和
夫
が
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
堀
江
法
学
研
究
科
委
員

長
、
そ
し
て
中
村
編
集
委
員
長
の
御
教
示
の
下
、
次
号
編
集
に
む
け
て
私

も
遺
漏
な
き
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

［
編
集
後
記
］

（
文
責
・
斎
藤
）
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